
【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 〇 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

1,772,000 1,772,000 1,772,000 5,316,000 1,772,000 1,772,000 5,316,000 1,772,000 1,772,000 1,772,000 1,772,000 7,088,000 17,720,000

1,772,000 1,772,000 1,772,000 5,316,000 1,772,000 3,544,000 0 8,860,000

1,772,000 1,772,000 1,772,000 5,316,000 1,772,000 0 7,088,000

1,772,000 1,772,000 1,772,000 5,316,000 1,772,000 1,772,000 5,316,000 1,772,000 1,772,000 1,772,000 1,772,000 7,088,000 17,720,000

1,772,000 1,772,000 1,772,000 5,316,000 1,772,000 0 3,544,000 0 0 0 0 0 8,860,000

1,772,000 1,772,000 1,772,000 5,316,000 0 0 1,772,000 0 0 0 0 0 7,088,000

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実績との比較
（増減理由）

同額 同額 同額 同額

前年度予算と
の比較

（増減理由）

前年度同額 前年度同額 前年度同額 前年度同額 前年度同額

負担金 1,772千
円

実　績　額 1,772,000

事業費予算の
内容

負担金 1,772千
円

負担金 1,772千
円

負担金 1,772千
円

負担金 1,772千
円

事 業 費 合 計 計　画　額 1,772,000

予算計上額 1,772,000

予算計上額 1,772,000

実　績　額 1,772,000

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 1,772,000

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

近隣市町村が共通する課題に対し効率的な事業の推進を図るため、昭和42年、組合の前進となる中空知の市町長で構成する「中空知行政懇談会」が発足した。
その後、昭和44年に各市町議会の議長を加えた「中空知市町振興協議会」が新たに発足され、広域的な見地から共通する課題に取り組んできたが、平成２年に協議会を解散し、昭和45年に設立された「中空知広域市町村圏組合」が複合事務組
合となり、その機能を引き継ぎ現在に至っている。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

中空知圏域内の連携を深め、圏域の充実発展を図ることで、砂川市の充実発展につなげる。
中空知広域市町村圏組合における第４次中空知ふるさと市町村計画に基づき、産業・観光や教育・文化の振興等につな
がる事業を共同実施する。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

中空知５市５町とその住民
※５市５町：滝川市、砂川市、芦別市、赤平市、歌志内市、奈井江町、上砂川町、浦臼町、新十津川町、雨竜町

圏域市町の連携・連帯を図るほか、圏域内の問題・課題の解消及び交流・人材育成を図ることで、砂川市の充実発展に
つなげる。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 広域行政推進事業 昭和42年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 6－6－1 政策調整課企画調整係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 14 14 14 14 14 14 14 14 14

実績値 14 14 14

計画値 － － － － － － － － －

実績値 － － －

達成されている

少し上がっている

少し上がっている

総合評価 良好である

自己分析：
各種事業や共同
処理事務は順調
に実施され、広
域的な事業展開
が図られてい
る。今後も第４
次中空知ふるさ
と市町村圏計画
に基づき、継続
して広域連携を
進めるととも
に、第５次計画
の策定を進め
る。

自己分析：
各種事業や共同
処理事務は順調
に実施され、広
域的な事業展開
が図られてい
る。今後も第４
次中空知ふるさ
と市町村圏計画
に基づき、継続
して広域連携を
進める。

自己分析：
各種事業や共同
処理事務は順調
に実施され、広
域的な事業展開
が図られてい
る。今後も第４
次中空知ふるさ
と市町村圏計画
に基づき、継続
して広域連携を
進めるととも
に、計画期間終
了後の共同処理
の取扱いについ
て、検討を進め
る。

判断理由：
中空知ふるさと
市町村圏基金の
運用益が広域的
に有効活用され
ているほか、各
種事業や共同処
理事務が継続し
て実施されてい
ることから、
「良好である」
と判断する。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
各種事業や共同
処理事務は順調
に実施され、広
域的な事業展開
が図られてい
る。現行の第４
次ふるさと市町
村圏計画の計画
期間が令和８年
度末までである
ため、令和７年
度は計画期間終
了後の共同処理
の取扱い及び広
域圏の今後の在
り方について、
協議・検討を進
める。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
５市５町のスケールメリットを活かした産業・観光振興事業を始め
とする５事業及び交通災害共済事業及び交通遺児奨学事業を今後も
継続して実施することで、圏域全体の活性化を図っていくことか
ら、「現状のまま継続」と判断する。
なお、基金満期が令和８年であり、節目の時期を迎えることから、
今後の当組合の在り方を含め検討を進める。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/事業）

14

14

成果指標１
（単位/　）

－

－

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：　　　　　　 ― 指標の求め方：広域連携による成果が多岐にわたるため、成果指標の設定が困難であることから設定しない

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：中空知広域市町村圏組合取り組み事業数 指標の求め方：中空知広域市町村圏組合が取り組む事業数



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 〇 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

189,000 189,000 189,000 567,000 185,000 185,000 555,000 185,000 185,000 185,000 185,000 740,000 1,862,000

189,000 187,000 187,000 563,000 176,000 361,000 0 924,000

96,567 94,633 101,211 292,411 50,000 0 342,411

189,000 189,000 189,000 567,000 185,000 185,000 555,000 185,000 185,000 185,000 185,000 740,000 1,862,000

189,000 187,000 187,000 563,000 176,000 0 361,000 0 0 0 0 0 924,000

96,567 94,633 101,211 292,411 0 0 50,000 0 0 0 0 0 342,411

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実績との比較
（増減理由）

ビジョン懇談会
等運営経費減に
よる推進会議負
担金の減

ビジョン懇談会
等運営経費減に
よる推進会議負
担金の減

ビジョン懇談会
等運営経費減に
よる推進会議負
担金の減

共生ビジョン懇
談会を書面開催
としたことによ
る費用負担の減

前年度予算と
の比較

（増減理由）

旅費が増えたこ
とに伴う定住自
立圏構想推進会
議負担金の増

負担金の負担比
率が変わったこ
とに伴う減

前年度同額 事務局の打ち合
わせに係る旅費
の減に伴った、
定住自立圏構想
推進会議負担金
の減

定住自立圏共生
ビジョンの配付
が紙媒体から
データに変更し
たことに伴う印
刷製本費の減

定住自立圏構想
推進会議負担金
126千円
中空知就業・移
住支援事業負担
金 50千円

実　績　額 50,000

事業費予算の
内容

定住自立圏構想
推進会議負担金
139千円
中空知就業・移
住支援事業負担
金 50千円

定住自立圏構想
推進会議負担金
137千円
中空知就業・移
住支援事業負担
金 50千円

定住自立圏構想
推進会議負担金
137千円
中空知就業・移
住支援事業負担
金 50千円

定住自立圏構想
推進会議負担金
135千円
中空知就業・移
住支援事業負担
金 50千円

事 業 費 合 計 計　画　額 185,000

予算計上額 185,000

予算計上額 185,000

実　績　額 50,000

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 185,000

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

人口減少が続く中空知圏域において、圏域の活性化を通じて人口の定住を図るという観点から、中空知広域市町村圏組合において調査・研究、及び企画調整会議・副市町長会議において検討を進め、平成26年1月に滝川市・砂川市が中心市宣
言を行った。その後、定住自立圏構想推進会議を設置し、同年11月には「中空知定住自立圏共生ビジョン」を策定し、18項目にわたる取り組みを進め、平成28年9月には「消防相互応援体制の整備」の協定項目を追加する変更協定を締結し、
全部で19項目にわたる取り組みを進めてきた。取り組み状況については、毎年度、「中空知定住自立圏共生ビジョン懇談会」及び「中空知定住自立圏構想推進会議」において検証し、共生ビジョンの改訂版を策定・公表している。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

人口減少が続く中空知圏域において、都市圏への人口流出を止めるため、圏域の市町村が連携協力して、お互いに役割
分担し、各市町村が必要な生活機能の確保や魅力を創出すると共に、医療、福祉、公共交通、公共施設の相互利用な
ど、住民の利便性を高めることで人口流出に歯止めをかけ、圏域全体の定住促進、活性化につなげる。

滝川市、砂川市が中心市として、中心市宣言を行い中心市と連携する市町が自らの意思により、各議会の議決を得て協
定を締結し、中心市は、生活機能確保の役割を担う民間や地域の関係者、地域住民の代表者、学識経験者で構成する
「共生ビジョン懇談会」を組織し、その懇談会での検討を経て、協定締結した連携市町との協議を行い、圏域の将来像
や、具体的な連携内容を決める「定住自立圏共生ビジョン」を策定する。その共生ビジョンに基づき中心市と連携市町
が役割分担したうえで、具体的な連携事業を実施する。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

中空知５市５町とその住民
※５市５町：滝川市、砂川市、芦別市、赤平市、歌志内市、奈井江町、上砂川町、浦臼町、新十津川町、雨竜町

中心市と構成市町が相互に役割分担し連携協力することにより、地域住民の必要な生活機能が確保され、中空知圏域の
人口定住の促進につながる。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 定住自立圏推進事業 平成26年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 6－6－1 政策調整課企画調整係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 25 25 25 25 25 25 25 25 25

実績値 26 26 26

計画値 － － － － － － － － －

実績値 － － －

達成されている

少し上がっている

少し上がっている

総合評価 良好である

自己分析：
連携事業につい
ては順調に実施
されており、２
月に改訂を行っ
た共生ビジョン
では、学校給食
事業を追加して
おり、連携事業
数は26事業と
なった。また、
「しごとの魅力
発信と総合的な
就業・移住支
援」事業として
実施している合
同企業説明会
は、参加する地
元の学生や企業
からの評判もよ
く、開催を望む
声も大きいこと
から、今後も継
続の必要がある
と考える。

自己分析：
連携事業につい
ては順調に実施
されており、12
月には共生ビ
ジョン懇談会が
開催され、２月
に共生ビジョン
改訂版を発行し
た。また、「し
ごとの魅力発信
と総合的な就
業・移住支援」
事業として実施
している合同企
業説明会は、参
加する地元の学
生や企業からの
評判もよく、開
催を望む声も大
きいことから、
今後も継続の必
要があると考え
る。

自己分析：
連携事業につい
ては順調に実施
されており、11
月には共生ビ
ジョン懇談会が
開催され、令和
６年３月には第
３期共生ビジョ
ンを策定した。
また、「しごと
の魅力発信と総
合的な就業・移
住支援」事業と
して実施してい
る合同企業説明
会は、インフル
エンザの流行に
より参加者は例
年よりも少な
かったものの、
48名の高校生・
短大生が参加
し、地元企業を
知る良い機会と
なった。参加す
る地元の学生や
企業からの評判
もよく、開催を
望む声も大きい
ことから、今後
も継続の必要が
あると考える。

判断理由：
活動指標の計画
値を達成したほ
か、共生ビジョ
ンに基づき、中
心市と圏域の市
町が連携した取
り組みを進めて
いることから
「良好である」
と判断する。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
連携事業につい
ては順調に実施
されており、
「しごとの魅力
発信と総合的な
就業・移住支
援」事業として
実施している合
同企業説明会に
は122名の高校生
が参加し、地元
企業を知る良い
機会となった。
前年度はインフ
ルエンザの流行
により参加者数
が減少したこと
から、例年より
開催時期を早め
た（12月⇒10月
に変更）とこ
ろ、参加者数が
増加した。今後
も広域連携事業
として圏域の就
業情報等の発信
に継続して取り
組むほか、他の
連携事業につい
ても他市町と連
携・協力しなが
ら実施する。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
人口減少に伴い、広域による市町連携の取り組みの必要性はより高
まっており、圏域として中心市と構成市町が相互に役割分担し連携
協力を行う定住自立圏の役割は重要であることから、「現状のまま
継続」と判断する。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/事業）

25

26

成果指標１
（単位/　）

－

－

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：　　　　　　 ― 指標の求め方：広域連携による成果が多岐にわたるため、成果指標の設定が困難であることから設定しない

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：連携事業数 指標の求め方：砂川市と連携市町が共生ビジョンに基づき取り組む連携事業数


